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ワークショップ内容 ※
目安
開始時刻

時間（分）

（1）前回の振り返り 14：00 10分

（2）自治体経営シミュレーションゲーム - -

①ルール説明 14：10 15分

②シナリオ1 14：25 50分

③シナリオ２ 15：15 40分

④シナリオ３ 15：55 40分

⑤シミュレーション結果まとめ 16：35 15分

（3）まとめ 16：50 5分
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（1）前回の振り返り
（2）自治体経営シミュレーションゲーム
（3）まとめ
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（1）前回の振り返り 現状を書き出してみよう！



（1）前回の振り返り 理想の屋久島町を地図に描こう！

【屋久島町全体編】

＜産業＞
• 仕事がたくさんあって住み続けたくなる町
• IT等の新しい仕事が出来るワーケーション
• 漁業の再興
• 稼げる島
• 空き資産の活用
• 企業の誘致（IT、コンピューターCG等）
• 働ける所を増やす
• 第一次産業で地産地消

＜子育て・教育＞
• ０歳から小学生まで遊べる児童館
• 児童デイサービス
• おもちゃ美術館のような子育てができる遊び場
• キッザニア
• 療育センター
• 交通格差解消による教育格差解消
• 教育に力を入れる（外の高校に行くことが多い）
• 高校の寮を増やす（交通格差解消と島外からの受け入れ）
• ITを使った教育（タブレット導入等）
• DVD借りれる図書館／図書館バス

＜暮らし＞
• 移動販売：どこに住んでいても買える
• 高齢者も暮らしやすい島
• 若い人が住みたいまち
• 里帰り、行き来がしやすい島
• 雨を楽しむ町
• 宅配便の格差解消（本土との格差）
• 年収が低くても暮らせる町

＜施設＞
• 町営住宅の空き家や住めない家が多く危ないため、撤去又は改修を行う
• 空き家を探している人はいるが、空き家がない（住環境の整備）
• 水回りの改修を行うだけでも空き家の利用者は増える
• 空き家・空き施設の利活用
• 住宅のリノベーション促進スポーツ・レクレーション施設
• 病院を増やす（小児科等）
• 雨の日でも楽しめる施設の整備（屋根付きゲートボール場）屋内プール
• 人が働ける施設（雇用の創出）

＜移住・定住＞
• 移住者を大事に
• 子供が島に残れるように
• 働き世代が移住して食べられる島
• 島を出て行いった子供達が屋久島
に戻って働きたいと思える島

＜交通・インフラ＞
• 通信環境の強化、企業誘致（リモートワーク）のためにも
• 交通格差の解消
• バス停に雨よけを作ってほしい
• 道の草を定期的にきれいにする（集落に依頼or予算組んで職とする）

＜自然＞
• 県道から海がきれいに見渡せる島
• 今の自然を残してほしい
• 漁師が一緒に海を美しく守る
• 里からの排水を減らす
• ビーチクリーン強化

＜その他＞
• 地域活性化
• リサイクルによるゼロエミッション
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（1）前回の振り返り 理想の屋久島町を地図に描こう！

【中学校区編】

＜中央中学校区＞
●子育てしやすい町へ
・子育て施設の充実、買い物や交通利便性の向上⇒移住者増加、転出者減少
●公民館の活用
・子どもや子育て世代、高齢者など、多世代が使える複合施設
・子供が使える施設はそれほど規模はいらない、各集落単位の分散配置が重要

＜安房中学校区＞
●駐車場・住環境の整備
現状はコンパクトにまとまっているが、駐車場が少なく、人の動きに対する不便さの改善や公営住宅
の見直し等が必要。
●商店街を中心とした活気のある町へ

＜岳南中学校区＞
●高齢者に寄り添った交通インフラ整備
交通の便が悪い⇒コミュニティバスの運行などの高齢者に寄り添った「地域の足」の確保
●地元住民・子供の学び合いの場、成長できるまち
●移住者の受け皿に
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（1）前回の振り返り

前回の内容について取りまとめたものは屋久島町のHPにも掲載しています。

屋久島町公共施設再配置ワークショップ 検索

QRコード
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（1）前回の振り返り
（2）自治体経営シミュレーションゲーム
（3）まとめ



公共施設マネジメント
シミュレーションゲーム

～自治体の経営と公共施設の未来について考える対話の場～

Presented by 地域科学研究所



対話型の施設再配置シミュレーションゲームを体験することを通
じて、将来を見据えた屋久島町について考える機会とする。

ワークショップの目的

このゲームでは、参加者が架空の自治体の課長の役を演じなが
ら、刻々と変化が続く社会環境を踏まえて、対話を通じて、限られ
た予算のなかでの施設の選択の意見を述べる体験をします。

ワークショップの内容
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Simulation2030ルールの説明【配布資料】

⚫ 現在（2030年）、皆さんは屋久島町によく似た架空の自治体「やくすぎ町」の課長に新たに任
命されました。

⚫ 理想のまちづくりをしたいのですが、公共施設の更新費用や高齢化に伴う社会保障費の増加
などの様々な課題へ対応していかなくてはならず、施設の取捨選択を行っていく必要があります。

⚫ やくすぎ町では、将来の公共施設の在り方を検討し、現在（2030年）から30年後（2060年）
の公共施設面積を20％削減することを目標としています。

⚫ このゲームでは、限られた財源の中で、施設への投資、廃止の決定をしていきます。

⚫ このゲームでは、１ラウンドで10年が経過します。１ラウンドは40分です。
※40分のうち、５分間は議会説明を行ってください。

⚫ 限られた時間の中で、施設再編案を作成してください。
⚫ 施設再編案については議会で説明する必要があります。やくすぎ町の町議会議員の皆さんに納
得いただくように議論を尽くしてください。（弊社スタッフが議員役をします。）

⚫ 各ターンごとのシナリオや、施設カードに書かれた説明以外の設定は、皆さんで自由に設定して
ください。

⚫ ここは架空の「やくすぎ町」ですので、自分が所属する自治体の実情に即する必要もありません
し、現実の町政のことは一旦忘れてリラックスしてゲームに臨んでください。
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辞令交付

○○課長
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施設カードの見方・使い方
施設カードの見方

施設名称 施設の名称

所属課 施設を持っている課

建替予定年度

建替えを実施しなければならない年

※構造（木造等）関係なく、一律
建築後60年後を設定しています。

建設金額 建替えを実施した際にかかる金額

改修工事金額
大規模改修を実施した際にかかる
金額

面積（㎡） 現在の施設全体の建物部分の広さ

中学校区 所在する地域

施設の役割 施設の担う役割

施設の状況
施設の現在おかれている状態
老朽化度合や改修の状況等
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・それぞれのターン内で使える建設予算が決まっています。
・予算枠内で、必要な施設に投資をしてください。

・【シナリオ1】では「建替予定年度」が2040年以前になっている施設
・【シナリオ２】では「建替予定年度」が2050年以前になっている施設
・【シナリオ３】では「建替予定年度」が2060年以前になっている施設

上記の施設は
“すべて” ①廃止 ②建替え ③大規模改修（20年延命） ④新築
のいずれかの判断が必要です。

・各シナリオで余った予算額は、その50％を基金に積み立てることができます。

・ワークシートに結論をまとめてください。
・結論については、後ほど議会説明が待っていますので、説明できるよう
整理してください。

ルール説明①
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①施設を廃止する場合
・一つの施設をまとめて廃止する。一部削減はできない。
・施設カードをワークシートの廃止施設ゾーンに移動する。
・カードに記載されている「建設金額」及び「面積（㎡）」が削減されます。
・廃止の場合、議会に説明できるよう「廃止による影響」や「代替案」も準備してください。

②建替えの場合
・ワークシートの建替え施設ゾーンに移動します。
・カードに記載の「建設金額」分の予算を使用します。
・カードに記載の「建替予定年度」を60年延長します。(書き換える）

③大規模改修で延命の場合
・ワークシートの長寿命化ゾーンに移動します。
・カードに記載の「改修工事金額」分の予算を使用します。（建設金額の50％）
・カードに記載の「建替予定年度」を20年延長します。(書き換える）
・施設カードの面積は変更できません。

④新規建築の場合（空白の施設カードに記入）
・必要面積（㎡）を設定し、40万円／㎡で建設金額を計算してください。（1億円未満切り上げ）
・建設年度はシナリオ開始年とし、「建替予定年度」は建設年度から60年後としてください。

ルール説明②
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（1）前回の振り返り
（2）自治体経営シミュレーションゲーム
（3）まとめ



（3）まとめ 次回について
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ワークショップ内容（予定）

（1）前回の振り返り

（2）屋久島町施設再配置方針作成

・施設ごとの再配置方針を分けてみよう

・方針メニューを考えてみよう

・再配置優先順位を考えてみよう


